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Sixty-four cases of gallstone ileus in Japan since 1903 to 1975
 were collected 
with a brief clinical report of personal experience. This ileus wa
s a complication of 
chronic disease of the biliary tract. But a quarter of the coll
ected cas回 hadno 
suspicious history of the disease of the biliary tract. Salient poin
ts in diagnosis and 
treatment were discussed. During the course of prolonged bow
el obstruction, we 
should consider of the possibility of gallstone ileus in the differen
tial diagnosis. 
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男 女 ｜性別不明 ｜ 計
回 盲弁 2 3 。 5 
回 腸 11 19 1 31 
空 腸 7 9 。 16 
十二指腸 今ー 4 1 7 
その 他 。 1 。 1 
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表 1 本邦担 石
胆道系疾患 症 状発現 結 石 性 状
報 告 者 年令性別 既 往歴 よりの日数
閉塞部 位 （佃） (g) 
1江 口 （明36) 53 女 な し 15 回 盲 弁 2.8. 2 2×1.8 4.0 
2種 田 （大12) 44 女 胆右症 14 空 腸 径 4，周9.5 19.5 
3坂井（大13) 57 女 腹 1商 回 腸
4池 田 （昭5) 68 男 な し 3 粉石と な り 排 池
5本郷（昭7) 40 女 F白痛発 作 22 空 腸 4.1×4.0 28 
6平 田 （昭7) 36 男 黄胆石痘発作 ・ 十 二 指 腸 鶏 卵大 2 コ
7岩 井 （昭9) 55 男 な し 6 十二指腸下行部 7×4 40 
8緒 方 （阿10) 27 紺粛右1痛喜直発作 I 26 空 腸 6.8X4.2 50 
女 ， 肋痘部痛9織 田 （昭11) 30 14 回 腸 長 4.4.周11 28 
10田村（昭12)I 61 女 な し 回 腸 超 胡桃 大
11大浦（附13) 72 女 胆痕石症 ・賞 8 空腸 末 端 3.8’3.0 3.0 19 
12大久保（昭14) 53 女 右・季黄肋痘部痛 6 十二指腸・ 回盲 3.5/ 2.0 4.5 13 弁・ 結腸 径 2.5 8 
13波多腰（昭18) 十二指腸～回腸 胆石核の糞石
14木内（｜悶28) 57 女 DH石 症 5 回 腸 5.8 3.0 19.8 
15腰塚（1/128) 50 女 胆 裟症 10 回 腸 3.6 x 2.9 '.2.2 
16 ｛可 （閉28) 64 女 胆石症 14 回腸上 部 2.8X2.7 2.5 12.3 
17笹 川I(I倒29) 55 男 一 空 腸 24.8 
18山崎（昭29) 49 男 ｜な し 7 回 腸 8.0 4.0 68 
19米 田 （昭30) 43 男 胆石 lJf. 7 空 腸 5.5×4.2×3.1 35.6 
20永 井 （昭30) 61 男 ；／：；季肋賞部腫線. I貞 17 空 腸 5.2×3.8 
21彦坂（閉32) 53 女 慢性イレ 回 腸 6.0×3.0 < 2.5 16.9 ウス
22若原（附32) 79 男 回 腸 径 4.5
23 島 （閉34) 59 男 資ー !i 27 最大5×3×3 16 
24閲中（附34) 50 女 値胆石症 ・1安 14 十二指腸下行部 5.7 4×4 51 
25杉本（昭35) 56 女 痘ft[.1石症 ・賞 10 ワ＿｝＿’ 腸 4.0×3.0 2.5 17.7 
26疎回 (I削35) 63 男 胆 1足 炎 6 回 腸 4.0×2.5 .・ 2.5 
27 ， （。） 57 男 な し en 日 回 腸 3 2.3 
28落合（附36) 53 女 胆Ii.石症・賞 10 空 腸 5×4×3 60 
29赤領（昭37) 24 女 痘胆嚢炎 ・3責 6 同 腸 4×3.5X2.5 13.5 
30 金武（［！日37) 46 女 胆泌炎 26 回 脇 4‘. 3,2、3 20 
… （醐）泊男 I~l'i!Hl! 5 空・回腸境界部 4.5. 4.2×3.2 周9.7
32大沼（［附39) 59 女 一一 民日 日 回腸（2ケ） 径3.5 18 
十 一一一ー 一 一 一一
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通 過 経路 x 線 所 見 手 術 法 転帰 そ 1) 他
腸切開 死
胆 道 腸切開 治
術前胆石 吐 出
胆嚢 卜二指腸 腸 切 開 死
自然排池 治
手L 頭 腸切開 死
自然排池 治
手L 頭 バリウム逆流 ・結石陰影 腸切開 治
総胆管十二指腸 非 手 術 死
腸切開 治 5年前胆息j総胆管切開
胆嚢十二指腸 腸切開 死
精 査 不能 イレウス像 の み 腸切開 死 術前診断例
胆嚢卜二指腸 自然排池 治
治
胆嚢十二指腸 結 石 ｛象 腸切関 治 術前診断例
胆嚢十二指腸 腸 膨 満 ｛象 二期 手 術 治
手L 頭 腸 切 開 治 胆石核 の糞 石
死 肝内胆石合併
胆・'Ji.卜二指腸 特 に 変化なし 治
胆嚢卜二指腸 一 一期手術 死
胆嚢十二指腸 結 石 移 動 像 一 期 手 術 治 術前疑診 ・胆嚢結石合併
胆嚢十二指腸 治
胆嚢十二指腸 イ lノ ウ ス 像 腸切開 治
手L 頭 十 二指腸窓 関 大 腸 切 開 治
胆嚢 卜二指腸 結 石陰 影 （胆 嚢） 一期手術 治 胆 妥 結 石 合併
胆嚢十二指腸 逆流｛象 ・胞道ガス｛象 一 期 手 術 治
胆嚢十二指腸 一 腸切開 治
総胆管卜二指腸 一 腸 切 開 治
胆嚢卜二指腸 イ レ ウ ／『、 像 一期手 術 死
手L 頭 イレウス像・逆流｛象・胆道ガス 一期 手 術 治 総胆 管 結 石 合併
胆嚢十二指腸 結石像 ・逆流像 ・胆道ガス 一期 手術 胆 ！琵 内結石合併
手L 頭 イ レ ウ ス ｛象 腸 切 開 治
イ レウス像・結石像 腸 切 開 胆 石核 の 糞石
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一 一一一
年令 性別I胆道系疾患 I症状 発現 性 状閉 塞 部 位 結 石報 告 者 既 往 歴 よりの日数 (cm) (g) 
33清 水 （昭39) 13 男 腹痛・黄胆 2 回 盲 部 3.5 <2.0×2.0 6.0 
34吉 川 （昭40)' 50 女 胆 石症 空 腸 3.7×3.2X3.0 
35片 岡 （昭40) 55 女 liI!痛発作 25 回 腸 4×3×3 16.7 
36戸谷 （昭40) 56 女 主胆主訴道系不定 2 空 腸 3.8ヘ3.5ノ3.0 36 
37竹吉 （昭41) 52 男 胆石症 空 腸 6×4×4 40 
38木 村 （昭41) 46 男 な し 25 腸 6.3 . 3.5 / 3.2 40 
39石 井 （昭42) 62 女 外 胆汁 痩 ！ 10 回 腸 4.1×2.6 
40市 場 （昭42) 68 男 In円石症・ 弘前； 15 回 腸 9.0×2.9X2.7 40 
41檎 森 （昭43) 64 女 ｜胆嚢症 18 回 腸 3.5 ' 3.0 x 2.6 8.5 
42櫛谷（昭43) 58 女 JIJ.護炎 ・貧jf( 4 回 腸 A、端 6×3 25 
43増 田 （昭43) 53 男 胆蛍 炎 4 空 腸 6.0 3.5 3.0 42 
44田 中 （昭44) 73 男 ｜な し 6 回 腸 5×3 16.8 
45小 原（昭45) 66 女 茄痛発 作 7 十二指腸第3部 5.0×3.7、3.0
46 ， （。） 68 女 心脅部痛｜ 2 回 腸 径 2.5
47加 藤（昭45) 67 女 胆石症
48道場 （昭45) 48 女 な し 空 腸 5.0×2.7 . 2.4 16 
49 南 （昭45) 74 男 胆 石 症 3 回 腸 5.2×3.2 3.0 14.7 
50篠 崎（昭46) 51 女 JR褒炎（疑） 5 回 ｝鼠 3.0' 2.6×2.1 9 
51山 林 （昭47) 81 男 胆石 症 回 腸 4.5. 2.0 
52 I/ （ク） 61 男 な し E!P 日 回 ！腸 7×5 
53平野（昭47) 57 女 な し 10 回 腸 3.2 3.0 2.8 14.5 
54篠 原 （閉48) 54 男 右・季黄肋泊：部痛 4 回 腸
55中 根（昭48) 39 回 腸 I4.2 3.7 3.4 c口町の1ケ）
56河村 （I囚48) 87 男 右・黄季肋痘部痛 7 空 腸 3.5×3X3 23 
57樋 渡 （I沼48)I 54 女 胆 石 症
58何 回 （昭49) 64 女 上腹部激痛
59森永（附49) 79 女 な し 3 トニ指腸下行脚 5.0X3.2 28.12 
60竹 崎 （間50) 63 i万 胆石 症 7 回 腸 末 端 部 2.5 2.5X2.3 9.3 
61折 田 （昭50) 38 女 ！坦 石 症 2 回 腸 4.5 3 3 10.3 
62佐々木 0問50) 65 女 胆！安 炎 回 l揚 胡桃 大 2 ケ
63中込（附50) 73 男 な し1即 日 4.0×2.8 16 




















































総胆管十二指腸 胆 道 ガ ノ、
胆泌十三指腸 逆 流 像

















腸切開 i治 ｜ 術前診断例
一期手術｜治 ｜ 加’L・総胆営結石合併・術前疑診
二期手術｜治｜ 胆嚢・総胆管結石合併
二期手術 ｜治 ｜ 胆護頚部結石合併
一一 ｜治 ！ 療自然閉塞

















































目旦 石 症｜ 9 11 20 
日旦 嚢 炎 2 5 7 
m;i 嚢 症 。 3 3 
黄 痘 8 9 17 
!Di痛・腹痛 3 8 11 
外胆汁痩 。 1 1 
既往歴なし 8 7 15 
表5 胆石イレウスにおけるレ線像
｜ ｜造影剤の｜』日道内結石｛象胆道i逆流 ？ナfす、似！ 
本店邦 I1, 29%1 日 39%1 9, 24 381J＇~ I ! I 
Zatzkin66l I I 
山 I 5, 50°ρ1, 10%1 5, 50° 0 10例｜｜
Coop訂 manrn 7, 50° o 2, 14%[ 14. 100°0 
14例｜
Raf4l : , I 13, 41~；，＇ 
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